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●海っ子バス購入事業 ２，２７７万円
　海っ子バス車両の老朽化に伴い、中型バス１台を購入しました。

●特別定額給付金事業 １７億５，０１０万円
　新型コロナウイルス感染症緊急経済対策において、緊急事態宣言の下、感染拡大防止に留意し

つつ、簡素な仕組みで迅速かつ的確に家計への支援を行うため、住民基本台帳に記録されている

者に対して給付金を給付しました。

●子育て世帯への臨時特別給付金給付事業 １，９０１万円
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯の生活を支援する取組みとして児童

手当受給世帯（０歳から中学生のいる世帯）に対し、臨時特別給付金（一時金）を支給しまし

た。

●新型コロナウイルス感染症対策協力金交付事業 １億３，２５４万円
　新型コロナウイルス感染拡大防止に資するため、休止又は営業時間を短縮する事業者に対し協

力金を交付しました。

●豊浜防災拠点施設整備事業 ３，３８７万円
　豊浜地区において、防災拠点となる施設を整備しました。

●児童・生徒用タブレット購入事業 ６，６７０万円
　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、教育ICT環境の必要性が高まる中、国の「GIGAス

クール構想」を加速し、早期実現を図るため、児童・生徒に１人１台タブレットを購入しました。

●総合体育館吊天井耐震化・LED化等事業 １億７，２５９万円
　総合体育館吊天井の耐震化及びLED化等の工事を行いました。

●新学校給食センター
　建設事業
　　　３億４，６８３万円

安心・安全な学校給食を提供するため、
学校給食施設の整備を実施しました。　

令和２年度
　　歳入歳出決算を認定

令和３年９月から供用を開始しました

3 R3. 11. 1

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
漁業集落排水事業
師崎港駐車場事業
土地取得

特別会計

会計区分

水道事業会計（収益的収支）
　　　　　　（資本的収支）

２７億８，３４3万円
２億８，１９０万円
２０億８，２２1万円
　９，９１1万円

　１億　６２３万円
　３億３，８７０万円
７億３，９０5万円
１億６，２１4万円

歳入額
２７億５，４１１万円
２億７，９８６万円
１９億８，９３６万円
　９，０５2万円
　９，１２５万円

　３億３，８７０万円
６億９，７３８万円
２億９，９９１万円

歳出額

一般会計決算一般会計決算一般会計決算

特別会計・企業会計決算特別会計・企業会計決算特別会計・企業会計決算

自主財源
（34.7%）
自主財源
（34.7%）

その他（環境性能割交付金等）
６，４65万円
（０．5％）

その他（環境性能割交付金等）
６，４65万円
（０．5％）
町税
２２億８６０万円
（２０．１％）

町税
２２億８６０万円
（２０．１％）
繰入金
７億８，４８５万円
（７．２％）

繰入金
７億８，４８５万円
（７．２％）
繰越金
3億6，912万円
（3．4％）

繰越金
3億6，912万円
（3．4％）
諸収入
２億２，０８1万円
（２．０％）

諸収入
２億２，０８1万円
（２．０％）
寄附金
１億３，８３０万円
（１．３％）

寄附金
１億３，８３０万円
（１．３％）
その他（財産収入等）
7，311万円
（0．7％）

その他（財産収入等）
7，311万円
（0．7％）

国庫支出金
２６億８，３１9万円
（２４．４％）

国庫支出金
２６億８，３１9万円
（２４．４％）地方交付税

２２億２，０６８万円
（２０．２％）

地方交付税
２２億２，０６８万円
（２０．２％）

町債
１１億１，２０７万円
（１０．１％）

町債
１１億１，２０７万円
（１０．１％）

県支出金
６億１，２２１万円
（５．６％）

県支出金
６億１，２２１万円
（５．６％）

地方消費税交付金
４億９７7万円
（３．７％）

地方消費税交付金
４億９７7万円
（３．７％）

地方譲与税
８，２４７万円
（０．８％）

地方譲与税
８，２４７万円
（０．８％）

議会費
７，９７９万円
（０．８％）

議会費
７，９７９万円
（０．８％）

その他
２，７１２万円
（０．３％）

その他
２，７１２万円
（０．３％）

総務費
３４億９，３８１万円
（３２．８％）

総務費
３４億９，３８１万円
（３２．８％）

民生費
２３億８，５４３万円
（２２．４％）

民生費
２３億８，５４３万円
（２２．４％）教育費

１４億９４４万円
（１３．２％）

教育費
１４億９４４万円
（１３．２％）

衛生費
１０億４，３５３万円
（９．８％）

衛生費
１０億４，３５３万円
（９．８％）

消防費
５億３，１２０万円
（５.０％）

消防費
５億３，１２０万円
（５.０％）
公債費
６億２３８万円
（５．６％）

公債費
６億２３８万円
（５．６％）

商工費
４億２，７０７万円
（４．０％）

商工費
４億２，７０７万円
（４．０％）

農林水産業費
３億３，８３９万円
（３．２％）

農林水産業費
３億３，８３９万円
（３．２％）

土木費
３億１，５１４万円
（２．９％）

土木費
３億１，５１４万円
（２．９％）

依存財源
（65.3%）
依存財源
（65.3%）

歳入
109億7，983万円

歳入
109億7，983万円

歳出
106億5，330万円

歳出
106億5，330万円
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専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度南知多町一般会計補正予算
（第５号））

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度南知多町一般会計補正予算
（第６号）　　　　　　　　　　　　←□P7 
　　

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度補正予算

財産の購入について
（移動式バスケットゴール　１対）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他

内
田
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結 果件　　　　名
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

内
田
　保

服
部
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藤
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片
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嶋
完
作

吉
原
一
治

森
　宏
子

石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

結 果件　　　　名

一般会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
令和２年度決算

国民健康保険特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

漁業集落排水事業特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

師崎港駐車場事業特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　○は賛成、×は反対。議長（石垣菊蔵）は採決に加わらない。

８月臨時会８月臨時会
　８月臨時会は８月６日の１日間の会期で開催し、専決処分の承認を求めることについて（令
和３年度南知多町一般会計補正予算（第５号））はじめ３件を審議しました。採決の結果は、
以下のとおりです。

９月定例会９月定例会
　９月定例会は９月７日から16日間の会期で開催し、令和２年度一般会計決算始め議案17件、
請願２件、発議３件を審議しました。採決の結果は、以下のとおりです。

5 R3. 11. 1

愛知県に「安全・安心の医療・介護・保険体制の実
現で、県民のいのちと健康を守るための意見書」
の採択を求める請願

不採択 × × × × × ○ × × × × ×

南知多町議会の会議に関する規則の一部を改
正する規則について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方
税財源の充実を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和３年度補正予算

知多南部衛生組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
その他

南知多町立学校設置条例の一部を改正する条例
の一部を改正する条例について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条　例

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国
庫負担制度の堅持及び拡充を求める請願

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請　願

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国
庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発　議

結 果件　　　　名

土地取得特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道事業会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険特別会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

漁業集落排水事業特別会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

知多南部広域環境組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の購入について（スクールバス１台） 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

内
田
　保

服
部
光
男

藤
井
満
久

山
本
優
作

鈴
木
浩
二

片
山
陽
市

小
嶋
完
作

吉
原
一
治

森
　宏
子

石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

※　○は賛成、×は反対、－は欠席。議長（石垣菊蔵）は採決に加わらない。
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愛知県に「安全・安心の医療・介護・保険体制の実
現で、県民のいのちと健康を守るための意見書」
の採択を求める請願

不採択 × × × × × ○ × × × × ×

南知多町議会の会議に関する規則の一部を改
正する規則について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方
税財源の充実を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和３年度補正予算

知多南部衛生組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
その他

南知多町立学校設置条例の一部を改正する条例
の一部を改正する条例について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条　例

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国
庫負担制度の堅持及び拡充を求める請願

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請　願

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国
庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発　議

結 果件　　　　名

土地取得特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道事業会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険特別会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

漁業集落排水事業特別会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

知多南部広域環境組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の購入について（スクールバス１台） 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

内
田
　保

服
部
光
男

藤
井
満
久

山
本
優
作

鈴
木
浩
二

片
山
陽
市

小
嶋
完
作

吉
原
一
治

森
　宏
子

石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

※　○は賛成、×は反対、－は欠席。議長（石垣菊蔵）は採決に加わらない。
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意見書 全員賛成で可決

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充
を求める意見書

〔趣旨〕
　子どもたちが全国どこに住んでいても、機会均等に一定水準の教育を受けられることは憲
法上の要請です。しかし、三位一体改革により、義務教育費国庫負担制度の国庫負担率は、
２分の１から３分の１に引き下げられたままであり、自治体の財政は圧迫されています。
教育の機会均等と水準確保のために、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国庫負担
率を２分の１へ復元することは、国が果たさなければならない大きな責任の一つです。つ
きましては、定数改善計画の早期策定・実施と、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、
国庫負担率２分の１への復元にむけて意見書を提出します。

〔提出先〕
　内閣総理大臣、内閣官房長官、文部科学大臣、財務大臣、総務大臣

令和３年９月22日
愛知県知多郡南知多町議会

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

〔趣旨〕
　新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済
的・社会的影響を及ぼしており、国民生活への不安が続いている中で、地方財政は来年度に
おいても巨額に財源不足が避けられない厳しい状況に直面しています。このような状況に
おいて、地域の実情に応じた行政サービスを持続的に提供していくためには、地方交付税
等の一般財源総額の確保・充実を強く国に求めていくことが不可欠です。よって、国にお
いては、令和４年度地方財政対策及び地方税制改革に向け、地方税財源の確保を求めるた
め意見書を提出します。

〔提出先〕
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業
大臣、経済再生担当大臣

令和３年９月22日
愛知県知多郡南知多町議会　
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新型コロナウイルス感染症対策支援一覧（抜粋）
可決日 事業費（千円）事業名

8月6日　可決

一般会計補正予算
(第6号)

599
 

963

1,000

19,258

57,070

4,800

1,261

2,644

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策事業（役場本庁舎等施
設備品購入　消毒液、サーキュレーター等）

新型コロナウイルス感染症避難所対策事業（避難所用備蓄品購入）

離島救急患者搬送協力金交付事業

新型コロナウイルス感染症観光対策事業

南知多町地域応援クーポン券発行事業

新型コロナウイルス感染症対策経営相談体制強化事業

介護予防活動再開支援事業

総合体育館トイレ・シャワー室換気扇取替工事及び総合体育館
トイレ手洗器非接触式取替工事

  

議会の会議規則改正

（欠席又は遅刻の届出）

第２条　議員は、公務、疾病、出産、育児、看護、介護、配偶者の出産補助

その他のやむを得ない事由のため出席できないとき、又は遅刻するときは、

その理由をつけ、当日の開議時刻までに議長に届け出なければならない。

２　前項の規定にかかわらず、議員が出産のため出席できないときは、出産

予定日の６週間（多胎妊娠の場合にあっては、14週間）前の日から当該出

産の日後８週間を経過する日までの範囲内において、その期間を明らかに

して、あらかじめ議長に欠席届を提出することができる。

（請願書の記載事項等）

第88条　請願書には、邦文を用い、請願の趣旨、提出年月日及び請願者の  

   住所（法人の場合にはその所在地）を記載し、請願者（法人の場合にはその

名称を記載し、代表者）が署名又は記名押印しなければならない。

　
男
女
の
議
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
の
一
環
と

し
て
、
育
児
、
介
護
な
ど
議
会
へ
の
欠
席
事
由
を
整
備
等
、

一
部
改
正
し
ま
し
た
。
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の
議
員
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活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
の
一
環
と

し
て
、
育
児
、
介
護
な
ど
議
会
へ
の
欠
席
事
由
を
整
備
等
、

一
部
改
正
し
ま
し
た
。
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文
教
厚
生
委
員
会
９
月
13
日

文
教
厚
生
委
員
会
９
月
13
日

令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

　
日
間
賀
島
教
職
員
北
舎
住
宅

　
　
改
修
工
事
の
内
容
は
何
か
。

今
後
、
他
の
住
宅
に
つ
い
て
も
改

修
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
湿
気
が
多
く
、
天
井
の
ク
ロ

　
　
ス
が
剥
が
れ
て
し
ま
う
た
め
、

結
露
防
止
塗
装
を
行
っ
た
。
他
の

住
宅
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ

て
改
修
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ

る
。　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、

　
　
小
中
学
校
の
部
活
動
を
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
に
移
行
す
る

こ
と
な
ど
、
教
職
員
の
働
き
方
改

革
に
つ
な
げ
て
い
く
話
し
合
い
は

し
て
い
る
か
。

　
小
中
学
校
部
活
動
の
地
域
で

　
　
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
検
討

す
る
中
で
意
見
を
聞
い
て
い
る
が
、

ま
だ
具
体
的
に
は
な
い
。

　
梅
原
邸
維
持
管
理
委
託
料
が

　
　
昨
年
度
よ
り
減
額
と
な
っ
て

い
る
理
由
は
何
か
。

　
委
託
先
で
あ
る
南
知
多
梅
原

　
　
猛
友
の
会
会
員
の
高
齢
化
等

に
よ
り
、
事
務
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
委
託
内
容
の
一
部
を
町
で

行
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
学
校
給
食
食
材
費
違
約
金
に

　
　
係
る
国
の
補
助
金
は
、
ど
れ

く
ら
い
か
。

　
令
和
２
年
３
月
分
は
、
違
約

　
　
金
１
１
５
万
１
千
９
２
８
円

で
、
国
の
補
助
が
４
分
の
３
あ
り

86
万
３
千
円
で
あ
る
。
令
和
２
年

４
月
分
は
、
違
約
金
54
万
１
千
５

０
６
円
で
全
額
町
費
負
担
で
あ
る
。

　
住
民
票
の
写
し
等
、
生
活
保

　
　
護
者
や
身
体
障
害
者
等
の
方

で
手
数
料
減
免
に
よ
る
交
付
件
数

は
何
件
か
。

　
１
３
０
件
で
あ
る
。

　
令
和
２
年
度
の
民
生
委
員
の

　
　
活
動
件
数
は
何
件
か
。

　
延
べ
２
千
９
０
８
件
で
あ
る
。

　
国
県
支
出
金
等
返
還
金
の
理

　
　
由
は
何
か
。

　
令
和
元
年
度
に
国
か
ら
交
付

　
　
を
受
け
た
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
事
務
交
付
金
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
に
精
算
し
た
結
果
、

過
大
交
付
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
紙
お
む
つ
給
付
実
績
が
１
３

　
　
６
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
必

要
な
方
に
十
分
提
供
さ
れ
た
の
か
。

　
対
象
と
な
る
方
へ
、
紙
お
む

　
　
つ
購
入
券
を
交
付
す
る
も
の

で
、
申
請
の
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
周
知
し
て
い
る
。

　
保
育
所
一
般
管
理
費
の
会
計

　
　
年
度
任
用
職
員
の
人
数
が
決

算
書
と
実
績
報
告
書
で
差
が
あ
る

の
は
な
ぜ
か
。

　
年
度
途
中
に
退
職
者
が
あ
っ

　
　
た
た
め
で
あ
る
。

　
川
の
水
質
検
査
の
結
果
か
ら
、

　
　
環
境
基
準
と
比
較
す
る
と
全

窒
素
等
の
数
値
に
つ
い
て
高
い
河

川
が
あ
る
が
、
何
か
対
策
は
し
て

い
る
の
か
。

　
県
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
特

　
　
に
対
策
は
必
要
な
い
と
の
回

答
で
あ
っ
た
が
、
町
と
し
て
は
今

年
度
よ
り
合
併
処
理
浄
化
槽
の
補

助
率
を
上
げ
、
普
及
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
水
質
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
脳
ド
ッ
ク
委
託
料
に
つ
い
て
、

　
　
定
員
は
何
名
で
希
望
者
全
員

が
受
診
で
き
た
の
か
。

　
定
員
は
２
０
０
名
で
、希
望
者

　
　
１
１
４
名
全
員
が
受
診
で
き
た
。

委
員
会
審
査
報
告

委
員
会
審
査
報
告

問 問問 答答答問答

問 問答 答問答

問問 答答答

問問 答
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総
務
建
設
委
員
会
９
月
16
日

総
務
建
設
委
員
会
９
月
16
日

　
不
納
欠
損
額
１
千
77
万
８
千

　
　
２
２
８
円
の
人
数
と
理
由
は

何
か
。

　
行
方
不
明
24
人
、
生
活
保
護

　
　
７
人
、
死
亡
10
人
、
生
活
困

窮
13
人
で
あ
る
。
う
ち
退
職
被
保

険
者
等
分
に
つ
い
て
は
２
人
分
で
、

行
方
不
明
１
人
、
死
亡
１
人
で
あ

る
。令

和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
滞
納
繰
越
し
た
保
険
料
の
内

　
　
訳
は
。

　
現
年
度
分
３
人
、
滞
納
繰
越

　
　
分
１
人
で
あ
る
。

　
不
納
欠
損
し
た
人
数
と
理
由

　
　
は
何
か
。

　
１
人
で
、
死
亡
に
よ
る
も
の

　
　
で
あ
る
。

令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
滞
納
繰
越
分
の
収
入
未
済
額

　
　
２
３
２
万
７
千
６
０
０
円
は

何
人
分
で
、
今
後
の
収
入
見
込
み

は
ど
う
か
。

　
37
人
分
で
、
督
促
状
や
催
告

　
　
書
の
発
送
、
戸
別
訪
問
等
で

収
納
に
努
め
て
い
く
。

　
保
険
料
の
不
納
欠
損
額
65
万

　
　
４
０
０
円
の
人
数
と
理
由
は

何
か
。

　
11
人
分
で
、
そ
の
内
３
人
は

　
　
転
出
、
残
り
８
人
は
生
活
困

窮
等
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
一
般
会
計
繰
出
金
の
出
産
育

　
　
児
一
時
金
分
に
つ
い
て
、
返

還
の
理
由
は
何
か
。

　
当
初
35
件
分
を
見
込
ん
で
い

　
　
た
が
、実
績
が
23
件
分
で
あ
っ

た
た
め
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立

　
　
金
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
書
に
記

載
の
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立

金
と
の
違
い
は
何
か
。

　
会
計
年
度
の
違
い
の
み
で
あ

　
　
り
、
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。

南
知
多
町
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
「
『
南
知
多
町
立
篠
島
小
学

　
　
校
』
に
改
め
る
」
が
削
除
さ

れ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

　
改
正
後
の
表
記
を
整
理
し
た

　
　
た
め
で
あ
る
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

　
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

　
　
ン
策
定
業
務
」
及
び
「
都
市

計
画
基
本
図
修
正
業
務
」
は
、
そ

れ
ぞ
れ
委
託
先
は
ど
こ
か
。

　
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

　
　
ン
策
定
業
務
」
は
ラ
ン
ド
ブ

レ
イ
ン
株
式
会
社
名
古
屋
事
務
所

に
、
「
都
市
計
画
基
本
図
修
正
業

務
」
は
株
式
会
社
中
測
技
研
に
委

託
し
た
。

　
令
和
２
年
度
末
に
お
い
て
、

　
　
農
業
用
た
め
池
の
う
ち
、
耐

震
対
策
の
必
要
な
た
め
池
は
、
何

か
所
か
。

　
19
か
所
で
あ
る
。

　
小
規
模
企
業
等
振
興
資
金
の

　
　
預
託
先
は
ど
こ
か
。

　
中
京
銀
行
師
崎
支
店
、
知
多

　
　
信
用
金
庫
内
海
支
店
、
豊
浜

支
店
及
び
師
崎
支
店
で
あ
る
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
振
興

　
　
券
事
務
の
委
託
先
は
ど
こ
か
。

　
主
な
委
託
先
は
、
町
内
の
３

　
　
商
工
会
を
代
表
す
る
師
崎
商

工
会
で
あ
る
。

問問問問 答答答

問問問 答答答答

問問問 答答答

問問 答答
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総
務
建
設
委
員
会
９
月
16
日

総
務
建
設
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会
９
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日
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納
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損
額
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８
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２
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か
。

　
行
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不
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人
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生
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保
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７
人
、
死
亡
10
人
、
生
活
困

窮
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あ
る
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ち
退
職
被
保

険
者
等
分
に
つ
い
て
は
２
人
分
で
、

行
方
不
明
１
人
、
死
亡
１
人
で
あ

る
。令

和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
滞
納
繰
越
し
た
保
険
料
の
内

　
　
訳
は
。

　
現
年
度
分
３
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、
滞
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１
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。
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損
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何
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１
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、
死
亡
に
よ
る
も
の
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あ
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。

令
和
２
年
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介
護
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険
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計
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入
歳
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認
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納
繰
越
分
の
収
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額

　
　
２
３
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０
０
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で
、
今
後
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収
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込
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は
ど
う
か
。
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、
督
促
状
や
催
告

　
　
書
の
発
送
、
戸
別
訪
問
等
で

収
納
に
努
め
て
い
く
。

　
保
険
料
の
不
納
欠
損
額
65
万
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０
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。
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に
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、
返
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の
理
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は
何
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。

　
当
初
35
件
分
を
見
込
ん
で
い

　
　
た
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、実
績
が
23
件
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で
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っ

た
た
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で
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介
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介
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介
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と
の
違
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何
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。
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年
度
の
違
い
の
み
で
あ

　
　
り
、
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は
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あ
る
。
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す
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を
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篠
島
小
学

　
　
校
』
に
改
め
る
」
が
削
除
さ
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る
理
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何
か
。
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後
の
表
記
を
整
理
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め
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。
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歳
入
歳

出
決
算
認
定

　
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

　
　
ン
策
定
業
務
」
及
び
「
都
市

計
画
基
本
図
修
正
業
務
」
は
、
そ

れ
ぞ
れ
委
託
先
は
ど
こ
か
。

　
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

　
　
ン
策
定
業
務
」
は
ラ
ン
ド
ブ

レ
イ
ン
株
式
会
社
名
古
屋
事
務
所

に
、
「
都
市
計
画
基
本
図
修
正
業

務
」
は
株
式
会
社
中
測
技
研
に
委

託
し
た
。

　
令
和
２
年
度
末
に
お
い
て
、

　
　
農
業
用
た
め
池
の
う
ち
、
耐

震
対
策
の
必
要
な
た
め
池
は
、
何

か
所
か
。

　
19
か
所
で
あ
る
。

　
小
規
模
企
業
等
振
興
資
金
の

　
　
預
託
先
は
ど
こ
か
。

　
中
京
銀
行
師
崎
支
店
、
知
多

　
　
信
用
金
庫
内
海
支
店
、
豊
浜

支
店
及
び
師
崎
支
店
で
あ
る
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
振
興

　
　
券
事
務
の
委
託
先
は
ど
こ
か
。

　
主
な
委
託
先
は
、
町
内
の
３

　
　
商
工
会
を
代
表
す
る
師
崎
商

工
会
で
あ
る
。

問問問問 答答答

問問問 答答答答

問問問 答答答

問問 答答
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議員席に設置したアクリル板 別室でのモニター視聴

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
公
金
と
な

　
　
る
に
は
時
間
が
か
か
る
と
聞

い
て
い
る
が
納
税
証
明
等
に
支
障

は
な
い
か
。

　
収
納
デ
ー
タ
が
翌
日
に
届
く

　
　
た
め
、
支
障
は
な
い
。

　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
委

　
　
託
料
を
毎
年
計
上
し
て
い
る

が
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

　
高
ス
ト
レ
ス
と
判
定
さ
れ
た

　
　
職
員
に
は
、
産
業
医
面
談
を

実
施
し
て
い
る
。

　
総
合
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
運

　
　
用
支
援
委
託
は
、
何
を
し
た

か
。　

委
託
業
者
に
よ
る
職
員
へ
の

　
　
運
用
上
の
支
援
や
簡
易
な
シ

ス
テ
ム
改
修
な
ど
を
行
っ
た
。

　
消
防
団
の
積
載
車
と
小
型
動

　
　
力
ポ
ン
プ
の
数
が
一
致
し
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

　
積
載
車
の
う
ち
、
小
型
動
力

　
　
ポ
ン
プ
を
積
載
し
て
い
な
い

車
両
が
豊
浜
中
洲
に
一
台
と
、
両

島
の
広
報
車
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ

を
積
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
関
連

　
　
し
た
高
額
な
事
業
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
ど

の
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
た
の
か
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
始
め
、

　
　
移
住
定
住
策
に
お
い
て
一
定

の
成
果
を
得
て
い
る
が
、
費
用
対

効
果
が
高
い
と
は
言
え
ず
、
継
続

し
て
事
業
内
容
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
。

　
指
名
競
争
入
札
で
不
調
や
中

　
　
止
の
案
件
の
理
由
は
何
か
。

　
工
事
の
不
調
が
５
件
で
指
名

　
　
業
者
の
全
社
辞
退
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
物
件
の
不
調
は
１
件

と
中
止
が
１
件
で
、
予
定
価
格
を

上
回
っ
た
た
め
の
不
調
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

業
務
委
託
を
取
り
や
め
た
た
め
、

入
札
を
中
止
し
た
も
の
で
あ
る
。

新型コロナウイルス感染防止対策
　本議会では、議場や傍聴席（別室）に、消毒液や非接触型体温計の他にも、
このような取組みを行っています。

問答問答

問問問問 答答答答

11 R3. 11. 1

一般質問
４人の議員が町政について質問しました。

＊藤井　満久　・・・　南知多町立小中学校適正規模・適正配置

　　　　　　　　　　　基本計画について問う

＊森　　宏子　・・・　ふるさと納税について

＊内田　　保　・・・　ワクチン接種とコロナ感染対策のために

　　　　　　　　　　　コロナ禍での滞納者への適切な対応を

　　　　　　　　　　　指定避難所での要配慮者の支援を

＊榎戸　陵友　・・・　新統合校の開校を考える

　　　　　　　　　　　大井小学校の跡地利用について

一般質問は、議員が町行政全般にわたり、町長を始めとする執行機関に対
して行う質問のことです。

 

＊藤井　満久　・・・　南知多町立小中学校適正規模・適正配置基本計画について問う

＊森　　宏子　・・・　ふるさと納税について

＊内田　　保　・・・　ワクチン接種とコロナ感染対策のために

コロナ禍での滞納者への適切な対応を

指定避難所での要配慮者の支援を

＊榎戸　陵友　・・・　新統合校の開校を考える

大井小学校の跡地利用について
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＊榎戸　陵友　・・・　新統合校の開校を考える

大井小学校の跡地利用について



12R3. 11. 1

小
中
学
校
適
正
規
模・適
性
配

置
基
本
計
画
に
つ
い
て
問
う

一般質問

　
篠
島
中
、
日
間
賀
中
に

　
　
つ
い
て
は
、
保
護
者
の

理
解
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
統

合
し
な
い
と
の
理
解
で
よ
い

か
。
篠
島
中
、
日
間
賀
中
の

保
護
者
の
意
見
が
わ
か
れ
た

場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を

尊
重
し
た
決
断
を
す
る
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
今
回
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
と
、
９
月
に
実
施
す

る
両
島
の
保
護
者
意
見
交
換

会
で
意
見
を
お
聞
き
し
、
両

島
の
統
合
に
つ
い
て
判
断
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

両
島
に
お
い
て
、
保
護
者
の

理
解
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、

統
合
は
し
な
い
方
針
で
あ
り
、

同
様
に
篠
島
と
日
間
賀
島
で

意
見
が
分
か
れ
た
場
合
、
そ

れ
ぞ
れ
の
意
見
を
尊
重
す
る

考
え
で
あ
る
。

　
令
和
10
年
３
月
ま
で
に

　
　
新
校
舎
を
建
設
し
開
校

し
た
場
合
、
本
町
の
財
政
状

況
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
繋
が
る
こ
と
の
な
い
、
持

続
可
能
な
財
政
状
況
と
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
新
校
舎
を
建
設
す
る
場

合
の
財
源
の
多
く
は
、
地
方

債
の
発
行(

い
わ
ゆ
る
借
金)

に
よ
る
建
設
を
考
え
て
い
る

た
め
、校
舎
建
設
以
後
の※

実

質
公
債
費
比
率
と※

将
来
負
担

比
率
の
２
つ
の
指
標
の
悪
化

が
見
込
ま
れ
る
が
、
共
に
早

期
健
全
化
基
準
以
下
と
な
る

試
算
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
歳
入
の
減
少
な
ど
、
今

後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
新
校
舎
の

建
設
を
始
め
と
し
た
公
共
施

設
の
再
配
置
計
画
な
ど
を
作

成
す
る
と
と
も
に
、
総
合
計

画
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

運
用
に
よ
り
、
事
業
の
評
価

と
改
善
を
効
率
的
に
行
う
こ

と
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に
繋
が
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
努
め
る
。

　
令
和
10
年
３
月
ま
で
に

　
　
新
校
舎
を
建
設
す
る
こ

と
が
財
政
的
に
困
難
な
状
況

の
場
合
、
内
海
中
学
校
で
の

統
合
校
を
最
終
と
し
、
そ
れ

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
も
あ

る
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
現
在
作
成
を
進
め
て
い

る
南
知
多
町
立
中
学
校
再
編

実
施
計
画(

案)

で
は
、
令
和

10
年
３
月
ま
で
に
新
校
舎
を

現
豊
浜
中
学
校
用
地
に
建
設

す
る
計
画
で
、
財
政
的
な
検

討
も
し
て
い
る
。
町
内
全
域

か
ら
の
通
学
や
保
護
者
の
利

便
性
を
考
え
た
も
の
で
あ
り
、

現
時
点
で
は
、
内
海
中
学
校

で
の
統
合
校
を
最
終
と
す
る

考
え
は
な
い
。

内
海
中
学
校

Q 両島の統合は
A アンケート結果と意見交換会の意
　見を尊重する

※実質公債費比率
健全な財政運営を判断する
指標として、財政規模に対す
る一般会計等が負担する元利
償還金等の比率

※将来負担比率
健全な財政運営を判断する
指標として、財政規模に対す
る一般会計等が将来負担すべ
き実質的負債の比率

藤井　満久議員

問問 答

問 答

答
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ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

一般質問

　
返
礼
品
の
選
定
は
ど
の

　
　
よ
う
な
方
法
で
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
ふ
る
さ
と
南
知
多
応
援

寄
付
金
返
礼
品
送
付
事
業
者

募
集
要
項
に
基
づ
く
要
件
が

あ
り
、
一
つ
目
に
町
内
で
生

産
、
収
穫
ま
た
は
栽
培
さ
れ

て
い
る
も
の
。
二
つ
目
に
そ

れ
を
加
工
し
た
も
の
。
三
つ

目
は
町
内
で
製
造
又
は
加
工

さ
れ
て
い
る
も
の
。
四
つ
目

は
「
ミ
ー
ナ
の
恵
み
」
ブ
ラ

ン
ド
商
品
。
五
つ
目
は
宿
泊
、

食
事
、
体
験
な
ど
、
町
内
で

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
南

知
多
町
を
全
国
に
P
R
で
き

る
返
礼
品
を
事
務
局
に
お
い

て
選
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
か
ら
提
案
し
新
た
に
体
験

型
の
釣
り
船
乗
船
券
を
返
礼

品
と
し
て
追
加
し
た
。

　
使
い
道
や
額
を
設
定
し

　
　
て
寄
附
を
募
る
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
の
ふ

る
さ
と
納
税
を
総
務
省
で
も

推
奨
し
て
い
る
が
、
予
定
は

あ
る
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば

テ
ー
マ
は
何
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
現
在
は
な
い
が
、
第
７

次
南
知
多
町
総
合
計
画「
絆・

選
ば
れ
る
理
由
の
あ
る
ま
ち
」

に
あ
る
よ
う
に
、
基
本
施
策

に
合
致
し
た
事
業
を
選
定
・

立
案
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
の
ふ
る
さ
と
納

税
も
積
極
的
に
展
開
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
広
報
に
本
町
の
厳
し
い

　
　
財
政
状
況
を
も
っ
と
わ

か
り
や
す
く
掲
載
し
、
町
外

の
方
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
町

民
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
町

の
産
業
を
全
国
に
発
信
で
き
、

財
政
的
に
も
大
き
な
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
有
効
的
な
制
度
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
町

民
の
方
々
が
ふ
る
さ
と
納
税

を
P
R
し
て
頂
け
る
こ
と
は

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ

る
た
め
、
財
政
状
況
を
よ
り

わ
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
制
度
も

よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

知
り
合
い
の
方
に
お
勧
め
で

き
る
よ
う
、
広
報
等
で
周
知

に
努
め
て
い
る
。

　
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
に
向

　
　
け
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
前
年
度
の
寄
附
者
全
員

に
、
お
礼
状
と
ふ
る
さ
と
納

税
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
郵
送

し
て
い
る
。
ま
た
募
集
サ
イ

ト
内
で
は
、
定
期
的
に
人
気

の
返
礼
品
な
ど
が
上
段
に
掲

載
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

寄
付
額
の
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
な
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

Q ふるさと納税を町民の協力で増やせ
　ないか
A 町民の理解と協力を得るため努力する

森　宏子議員

問答

問

問 問答

答

答
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る
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納
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い
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返
礼
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選
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の

　
　
よ
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な
方
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で
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
滝
本
総
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部
長
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と
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知
多
応
援

寄
付
金
返
礼
品
送
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事
業
者

募
集
要
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基
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要
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が
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目
に
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生
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収
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目
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つ
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品
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目
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宿
泊
、
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事
、
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験
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ど
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提
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知
多
町
を
全
国
に
P
R
で
き

る
返
礼
品
を
事
務
局
に
お
い

て
選
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
か
ら
提
案
し
新
た
に
体
験

型
の
釣
り
船
乗
船
券
を
返
礼

品
と
し
て
追
加
し
た
。

　
使
い
道
や
額
を
設
定
し

　
　
て
寄
附
を
募
る
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
の
ふ

る
さ
と
納
税
を
総
務
省
で
も

推
奨
し
て
い
る
が
、
予
定
は

あ
る
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば

テ
ー
マ
は
何
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
現
在
は
な
い
が
、
第
７

次
南
知
多
町
総
合
計
画「
絆・

選
ば
れ
る
理
由
の
あ
る
ま
ち
」

に
あ
る
よ
う
に
、
基
本
施
策

に
合
致
し
た
事
業
を
選
定
・

立
案
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
の
ふ
る
さ
と
納

税
も
積
極
的
に
展
開
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
広
報
に
本
町
の
厳
し
い

　
　
財
政
状
況
を
も
っ
と
わ

か
り
や
す
く
掲
載
し
、
町
外

の
方
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
町

民
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
町

の
産
業
を
全
国
に
発
信
で
き
、

財
政
的
に
も
大
き
な
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
有
効
的
な
制
度
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
町

民
の
方
々
が
ふ
る
さ
と
納
税

を
P
R
し
て
頂
け
る
こ
と
は

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ

る
た
め
、
財
政
状
況
を
よ
り

わ
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
制
度
も

よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

知
り
合
い
の
方
に
お
勧
め
で

き
る
よ
う
、
広
報
等
で
周
知

に
努
め
て
い
る
。

　
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
に
向

　
　
け
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
前
年
度
の
寄
附
者
全
員

に
、
お
礼
状
と
ふ
る
さ
と
納

税
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
郵
送

し
て
い
る
。
ま
た
募
集
サ
イ

ト
内
で
は
、
定
期
的
に
人
気

の
返
礼
品
な
ど
が
上
段
に
掲

載
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

寄
付
額
の
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
な
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

Q ふるさと納税を町民の協力で増やせ
　ないか
A 町民の理解と協力を得るため努力する

森　宏子議員

問答

問

問 問答

答

答
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
滞
納
者

へ
の
適
切
な
対
応
を

指
定
福
祉
避
難
所
で
の

要
配
慮
者
の
支
援
を

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
感
染

対
策
の
た
め
に

一般質問

　
子
ど
も
た
ち
へ
の
感
染

　
　
防
止
の
た
め
、
保
育

所
・
小
中
学
校
職
員
へ
の
ワ

ク
チ
ン
の
早
期
接
種
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
２
回
完
了

し
た
人
数
は
ど
れ
だ
け
か
。

ま
た
、
教
職
員
等
に
対
し
優

先
的
な
接
種
計
画
を
策
定
し
、

実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
保
育
所
職
員
は
９
月
６

日
現
在
93
人
中
69
人
、
小
中

学
校
職
員
は
８
月
27
日
現
在
、

１
６
０
人
中
38
人
が
接
種
し

て
い
る
。教
職
員
等
は
、エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
、
キ
ャ
ン
セ
ル
枠
や
余
剰

枠
を
活
用
し
、
順
次
接
種
を

進
め
て
い
る
の
で
、
優
先
的

な
接
種
計
画
の
策
定
は
考
え

て
い
な
い
。

　
町
民
の
安
心
・
安
全
を

　
　
確
保
す
る
た
め
、
町
内

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
場
所
を
設
置

で
き
な
い
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
町
単
独
で
の
検
査
場
所

の
設
置
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
な
い
。
民
間
の
宅
配
検
査

や
県
内
の
病
院
で
の
検
査
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
生
理
用
品

　
　
の
購
入
も
大
変
な
家
庭

も
あ
る
。
「
生
理
の
貧
困
」

対
策
と
し
て
小
中
学
校
に
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
同
じ

よ
う
に
生
理
用
品
の
常
備
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
各
学
校
の
保
健
室
に
生

理
用
品
を
準
備
し
て
い
る
。

養
護
教
諭
が
女
子
児
童
・
生

徒
か
ら
相
談
を
受
け
、
家
庭

環
境
や
悩
み
の
把
握
に
努
め

な
が
ら
対
応
し
て
お
り
、
現

状
で
は
こ
の
体
制
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。

　
差
押
え
に
特
化
し
た
滞

　
　
納
整
理
機
構
に
頼
ら
ず
、

心
の
通
っ
た
納
税
相
談
の
た

め
、
生
活
支
援
・
就
労
・
納

税
等
の
相
談
窓
口
を
作
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
町
税
の
徴
収
は
法
令
に

基
づ
き
、
適
切
に
対
応
し
て

い
る
。
滞
納
者
か
ら
の
生

活
・
就
労
支
援
の
相
談
は
よ

く
話
を
聞
き
、
担
当
課
へ
引

き
継
ぎ
し
て
い
る
。
件
数
が

少
な
い
の
で
、
相
談
窓
口
を

作
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
指
定
福
祉
避
難
所
を
一

　
　
般
避
難
所
と
分
け
て
、

受
け
入
れ
要
配
慮
対
象
者
と

家
族
の
公
示
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
準
備

さ
れ
て
い
る
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
福
祉
避
難
所
を
指
定
し

受
け
入
れ
対
象
者
を
公
示
す

る
た
め
に
、
対
象
者
を
把
握

し
福
祉
避
難
所
ご
と
に
対
象

者
の
調
整
、
施
設
の
整
備
な

ど
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
ず
は

要
配
慮
者
の
把
握
に
努
め
る
。

　
指
定
避
難
所
の
相
談
窓

　
　
口
や
運
営
責
任
者
に
、

女
性
は
配
置
さ
れ
て
い
る
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
県
の
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
は
運
営
委
員
会

に
女
性
を
入
れ
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
い
る
。
自
主
防
災

会
等
と
連
携
し
、
女
性
の
登

用
な
ど
多
様
な
立
場
の
意
見

が
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

Q 要配慮対象者を福祉避難所へ受け
　入れる準備は
A 今後、要配慮者の把握に努める

内田　保議員

問問 答

問問 答 答

問

問

答答

答
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ス
ク
ー
ル
バ
ス

大
井
小
学
校

一般質問

大
井
小
学
校
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て

新
統
合
校
の
開
校
を

考
え
る

　
校
歌
作
成
に
お
い
て
、

　
　
開
校
に
間
に
合
わ
な
い

場
合
、児
童・保
護
者
の
理
解

は
得
ら
れ
る
の
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
開
校
後
に
校
歌
制
定
と

い
う
事
例
も
あ
る
の
で
、
再

編
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
方

向
性
に
つ
い
て
、
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
、
経
過
に

つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
て
い

く
。　

校
章
は
両
校
の
校
章
を

　
　
も
と
に
誰
が
作
成
す
る

の
か
。ま
た
、予
算
は
い
く
ら

の
予
定
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
案
を
数

点
作
成
し
て
も
ら
い
、
再
編

委
員
会
で
決
定
す
る
。
予
算

は
５
万
円
程
度
を
予
定
し
て

い
る
。

　
統
合
後
の
ス
ク
ー
ル
バ

　
　
ス
に
つ
い
て
ど
の
様
な

運
営
を
考
え
て
い
る
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
登

校
時
及
び
下
校
時
の
乗
車
人

数
確
認
な
ど
、
基
本
的
な
事

項
を
徹
底
し
、
安
全
・
安
心

を
確
保
し
て
い
く
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
経
路
の

　
　
３
コ
ー
ス
は
、往
復
同

じ
コ
ー
ス
か
。ま
た
集
合
場

所
ま
で
の
通
学
路
と
、バ
ス

乗
車
の
待
機
場
所
の
安
全
性

を
確
認
し
た
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
バ
ス
経
路
は
、
原
則
、

往
復
同
じ
コ
ー
ス
で
あ
る
。

経
路
、
通
学
路
及
び
乗
車
場

所
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
経

路
案
に
つ
い
て
協
議
し
、
大

井
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
委
員
や
保
護
者

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
安

全
性
を
確
保
し
て
い
く
。

　
開
校
に
向
け
て
教
室
や

　
　
運
動
場
な
ど
、ど
の
様

な
整
備
を
考
え
て
い
る
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
降
場

所
と
す
る
た
め
、
師
崎
小
学

校
西
門
出
入
口
の
改
修
及
び

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
南
側

運
動
場
に
駐
車
場
の
整
備
を

行
う
。
図
工
室
の
照
明
器
具

取
替
、
特
別
教
室
を
普
通
教

室
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、

エ
ア
コ
ン
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

整
備
を
行
う
。

　
令
和
５
年
の
中
学
校
の

　
　
統
合
後
、こ
の
新
統
合

校
の
師
崎
中
学
校
へ
の
移
転

を
検
討
し
て
頂
き
た
い
が
い

か
が
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
統
合
後
１
年
を
め
ど
に
、

保
護
者
と
児
童
に
対
し
て
統

合
に
関
す
る
満
足
度
な
ど
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
師

崎
中
学
校
へ
の
移
転
に
つ
い

て
も
よ
く
意
見
を
聞
い
て
検

討
す
る
。

　
大
井
区
の
要
望
に
対
し

　
　
て
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
令
和
４
年
度
は
例
年
の

行
事
に
使
用
で
き
る
方
針
で

あ
る
が
、
令
和
５
年
度
以
降

は
、
公
共
施
設
の
再
配
置
計

画
を
検
討
す
る
中
で
方
向
性

を
決
め
て
い
く
。

Q 統合後のスクールバスの運営は
A 登下校時の人数把握など基本的な
　事項を徹底していく榎戸　陵友議員

問問問 答答

問答 答

答答 問問

問答
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ス
ク
ー
ル
バ
ス

大
井
小
学
校

一般質問

大
井
小
学
校
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て

新
統
合
校
の
開
校
を

考
え
る

　
校
歌
作
成
に
お
い
て
、

　
　
開
校
に
間
に
合
わ
な
い

場
合
、児
童・保
護
者
の
理
解

は
得
ら
れ
る
の
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
開
校
後
に
校
歌
制
定
と

い
う
事
例
も
あ
る
の
で
、
再

編
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
方

向
性
に
つ
い
て
、
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
、
経
過
に

つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
て
い

く
。　

校
章
は
両
校
の
校
章
を

　
　
も
と
に
誰
が
作
成
す
る

の
か
。ま
た
、予
算
は
い
く
ら

の
予
定
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
案
を
数

点
作
成
し
て
も
ら
い
、
再
編

委
員
会
で
決
定
す
る
。
予
算

は
５
万
円
程
度
を
予
定
し
て

い
る
。

　
統
合
後
の
ス
ク
ー
ル
バ

　
　
ス
に
つ
い
て
ど
の
様
な

運
営
を
考
え
て
い
る
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
登

校
時
及
び
下
校
時
の
乗
車
人

数
確
認
な
ど
、
基
本
的
な
事

項
を
徹
底
し
、
安
全
・
安
心

を
確
保
し
て
い
く
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
経
路
の

　
　
３
コ
ー
ス
は
、往
復
同

じ
コ
ー
ス
か
。ま
た
集
合
場

所
ま
で
の
通
学
路
と
、バ
ス

乗
車
の
待
機
場
所
の
安
全
性

を
確
認
し
た
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
バ
ス
経
路
は
、
原
則
、

往
復
同
じ
コ
ー
ス
で
あ
る
。

経
路
、
通
学
路
及
び
乗
車
場

所
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
経

路
案
に
つ
い
て
協
議
し
、
大

井
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
委
員
や
保
護
者

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
安

全
性
を
確
保
し
て
い
く
。

　
開
校
に
向
け
て
教
室
や

　
　
運
動
場
な
ど
、ど
の
様

な
整
備
を
考
え
て
い
る
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
降
場

所
と
す
る
た
め
、
師
崎
小
学

校
西
門
出
入
口
の
改
修
及
び

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
南
側

運
動
場
に
駐
車
場
の
整
備
を

行
う
。
図
工
室
の
照
明
器
具

取
替
、
特
別
教
室
を
普
通
教

室
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、

エ
ア
コ
ン
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

整
備
を
行
う
。

　
令
和
５
年
の
中
学
校
の

　
　
統
合
後
、こ
の
新
統
合

校
の
師
崎
中
学
校
へ
の
移
転

を
検
討
し
て
頂
き
た
い
が
い

か
が
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
統
合
後
１
年
を
め
ど
に
、

保
護
者
と
児
童
に
対
し
て
統

合
に
関
す
る
満
足
度
な
ど
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
師

崎
中
学
校
へ
の
移
転
に
つ
い

て
も
よ
く
意
見
を
聞
い
て
検

討
す
る
。

　
大
井
区
の
要
望
に
対
し

　
　
て
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
か
。

　
鈴
木
教
育
部
長

　
令
和
４
年
度
は
例
年
の

行
事
に
使
用
で
き
る
方
針
で

あ
る
が
、
令
和
５
年
度
以
降

は
、
公
共
施
設
の
再
配
置
計

画
を
検
討
す
る
中
で
方
向
性

を
決
め
て
い
く
。

Q 統合後のスクールバスの運営は
A 登下校時の人数把握など基本的な
　事項を徹底していく榎戸　陵友議員

問問問 答答

問答 答

答答 問問

問答
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令
和
３
年
11月

１
日
発
行

愛
知
県
南
知
多
町
議
会

令
和
３
年
9月
定
例
会

発
行
／
愛
知
県
南
知
多
町
議
会
　
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

住
所
／
〒
470-3495　

愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
大
字
豊
浜
字
貝
ヶ
坪
18

電
話
／
0569-65-0711　

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
0569-65-0694

Ｅ
メ
ー
ル
／
gikai@

tow
n.m
inam

ichita.lg.jp

み
な
み
ち
た

N
o.177

９月定例会の会議録は、11月上旬ごろ町公式ホームページに掲載する予定です。

12月定例会の日程（予定）

※都合により変更となる場合があります。
※議会の日程は、町ホームページでもご覧いただけます。
■本議会の一般質問は、ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）で放送されます。

ケーブルテレビの放送予定日
12月13日（月）午後10時～　地上デジタル121ch
12月19日（日）午前10時～　地上デジタル121ch

12月 ７日(火)９時30分～

12月 ８日(水)９時30分～

12月17日(金)９時30分～

初　日

二日目

最終日

議案上程、質疑、委員会付託　等

一般質問

委員長報告、質疑、討論、採決　等

ホームページQRコード

議員勉強会報告議員勉強会報告

議
会
だ
よ
り

南知多町議会では、議員の資質向上を目的とした議員勉強会を開催しています。
令和３年７月13日、知多南部衛生組合火葬場建設現場の視察をしました。

火葬場建設現場の外観
令
和
４
年
４
月
の
供
用
開
始
に
向
け

て
、
組
合
担
当
者
よ
り
工
事
の
進
捗
状

況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。


